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2 平成 27年 3月 31日(火曜日) 石川県公報 号 外

)J C' sz~~' 併蛍 1 1 +-¥J4士eJm:::1 m-R.cD:j:要!とかの。

同三~i対闘る(理主主主題ij国関sz~ C' 1 .話会l部同~l(dSZ~ìみ]け)J ~ (-4i号令子。。

併蛍11十--¥J4士111m:::111十一1m

同三~J表怖 さ:cr -14 同 制民

同主眼曜冨撚十K日『

同三~i対闘怪{世主主題証血割SZ~ C' 1 .話会l定i同~l(dSZ~

同三~i対闘る(理主主主題担l国関SZ~ (併世く壮同三~SZ~燃11 +-¥J口や) c' 1 .話会l去:5.C'吋小~部同かの。

総くぽ民総 11部長「燃 1:ま亘臨時制~監の。」会) 1まâ;1Jll!!1}~側'ぐ対園田哲 |時制何百社午 lÌ\;:::"\-~監の。 J~部母子。。

住所

f主 所 (所在地)

E1同草壁4占領R1 nいを 申請者氏 名 @会l 申請者氏 名 @ ~部公的。

電話番号 (名称及び代表者の氏名)

電話番号

住 所

住所 (所在地)

亘同縫4占領R1 1 nit'モト申請者氏 名 @会l 申請者氏 名 @ ~' 

電話番号 (名称及び代表者の氏名)

電話番号

会]I[使用施設

I[使用施設 特別展示室 ・ 企画展示室 。 ギャラリー

主 イ雀 者 名

共催又は後援者名

観 覧 料 等

主 イ崖 者 名

共催又は後援者名

使用責任者 氏名

(火気取締)

住所

観 覧 料 等 有 ・無 最高

住所

亘同縫4占領R川nit'モト申請者氏 名

電話番号

l責任者一
取締)氏名

円 l入場一人員 l

電 言苦 番 号

ファクシミリ番号

電子メールアドレス

円l入場使肝定人員

人 lーの数

人liE 
住所

(所在地)

会]

，有、

込書当去の。

，有、

@会l 申請者氏 名 @ ~部公的。

(名称及び代表者の氏名)

電話番号



I[使用施設

I[使用施設

石 J 11 民員 公 報 号 外

住 所

(所在地)

@会l 届出者氏 名 @ ~' 

(名称及び代表者の氏名)

電話番号

会]

平成27年 3月 31日(火曜日)

住所

E1旧宮き4占領ReJaいを届出者氏 名

電話番号

特別展示室 ・ 企画展示室 。 ギャラリー IJ 消印。

「住所

「住 所 (所在地)

E1同草壁4占領R同ロいを氏 名会]氏 名 ~' 

電話番号J (名称及び代表者の氏名)

電話番号

I[使用施設

I[使用施設

会]

特別展示室 企画展示室 。 ギャラリー

l観覧料等 l有無 l最高

l観覧料等 l有利最高

員人用使場入田
川 数の等物一不展人

員人用使場入円
人 lt;[

蓋 E

)J QSZiiませ'併ゼ11+-¥J壮eJm:::十-¥Jm -R .CD :1:要!といの。

-IÌl!ì土全世制E栴!@:;:単剥漫 !と票~Q 1 .話会l部同~l(dSZ~ì証]け)J ~<-4 i手いの。

併ゼ11十--¥J壮111m:::111十一1m

同三~J表 1酪 ~ -14 同 制民

旧三自民軽震撚十4-l日『

4封土全世制E栴!日j!!:;:単士活漫 !と票~Q 1 1話会l部同~l(dSZ~

4封土全世制E栴胆ギ土自漫!と票亘(盟長十〈十社同三~SZ~親RKaJl:') Q 1 .話会]告$Q ムiÍ 1Ç"\~部同~l(dO

E同車~ f占領R同恥醤料 ・ 住ト接~ . ~III恨 ・ 1 1111I偲Þ< ~l'\-'_j fトvQ謹選盟側rr Q 長越両\::'l i益田誌を

イ 語音による検査

一度直 川
叩

副
司恥

2 1平衡機能障害」の状態及び所見

イ 語音による検査

(5) 身体障害者手帳(聴覚障害)の所持状況

(注) 2級と診断する場合、記載すること。

2 1平衡機能障害」の状態及び所見

一度ヨ
有

w」
込書当去の。

無



時
る 利 回 開 N 叶 刊 ω 」 4 2 E ( い 大 藤 田 ) 剖 調 趨 半吟 司
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附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

石 川 県 調 理 師 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日

石 川 県 知 事 本谷 正 憲

石 川 県 規 則 第 十 八 号

石 川 県 調 理 師 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 調 理 師 法 施 行 細 則 ( 昭 和 三 十 四 年 石 川 県 規 則 第 三 十 四 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 三 条 中 「 試 験 を 」 を 「 試 験 ( 指 定 試 験 機 関 ( 法 第 三 条 の 二 第 二 項 に よ り 知 事 が 試 験 事 務 ( 試 験 の 実 施 に 関 す る 事

務 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ) の 全 部 文 は 一 部 を 行 わ せ る こ と と し た 者 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ) が 試 験

事 務 を 行 う も の を 除 く 。 次 条 及 び 第 五 条 に お い て 同 じ 。 ) を 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 一 項 を 加 え る 。

2 指 定 試 験 機 関 が 行 う 試 験 を 受 け よ う と す る 者 は 、 指 定 試 験 機 関 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 指 定 試 験 機 関 に 申 し 込 ま

な け れ ば な ら な い 。

第 九 条 中 「 た ゾ し 」 を 「 た だ し 」 に 改 め る 。

様 式 第 一 及 び 様 式 第 二 を 次 の よ う に 改 め る 。



平成 27年 3月 31日(火曜日) 石川県公報 号 外 5

様式第 1 (第 3条関係)

|※受験番号 |

調理師試験受験願書

年月日

石川県知事 様

氏名

調理師法第3条の 2第 1項の規定による調理師試験を受けたいので、関係書類を添えて願し、出ます。

ふりがな
本 籍 地

氏 名 (都道府県のみ)

生 年月日 年 月 日 歳)

T 

現 住 所

電話番号(

現在の勤務先 l-従事l 年
(施設名) 総年月数

1 中学校卒業以上の学歴を証明する卒業証明書又は卒業証書の写 し

2 氏名が 1の書類に記載された氏名と異なる場合のみ戸籍抄本又はこれに替わる証明
添
イ寸 3 調理業務従事証明書

書 4 写真台帳
類

5 使用料(手数料)納入票

6 住所 (00方まで)、氏名を記入した封筒[所定のもの]

※添付書類チェック欄 ※受

卒業証 明書 (保健所)

戸籍抄本等

業務従事証明書

写 真

試験手数料

主オ 筒

注 1 申請者本人が署名する場合は、押印を省略することができます。

注 2 ※印の欄は、記入しないでください。

付

(県庁健康推進課)

欄

@ 

都道

府県

月



6 平成 27年 3月 31日(火曜日) 石川県公報 号 外

様式第 2 (第 3条関係)

調理業務従事証明書

従事者氏名(受験者)

生年月日 年 月 日

上記の者は、下記のとおり調理の業務に従事したことを証明します。

印
鑑
証
明
貼
付
位
置

勤務 勤務施設

施設名 所在地 電話番号(

施 種類(該当のところにO印 許可 ・開設年月日 調理業務の内容
設

をつけること。) 許可保健所 ・許可番号 (具体的に記載すること)
の
種

飲食居
(最新の許可年月日)

類 1飲食庖営業
( 年 月 日
ど 関 2魚介類販売業
ち イ営系

3そうざい製造業
保健所

ら
第 号7P 業

( 1日 回、延 食) (開設年月日)
方
を 河Y.，ゐ口 1寄宿舎 2学校 3病院
記

食 4事業所 5社会福祉施設入
す 施 6老人保健施設 7矯正施設 年 月 日
る

設 8自衛隊 9給食センター
と

10その他() 

上記の施設で 年 月 日から

調理の業務に 年 月

従事した期間 年 月 日まで

勤務 日 数
1週間に 時間

及び時間
目、 1日に

廃業年月日 年 月 日

証明日 年 月 日

住所

証明者
電話番号(

施設名

地位 |氏 名 |

実印又は職印

注 1 原則として当該施設長が証明すること。ただし、従事者(受験者)と施設長が同一人、配偶者又は

二親等内の血族の場合若しくは廃業等によって元の施設長がいない場合は、第三者(当該施設と同業

の施設長等)が証明すること。

2 証明印は、当該施設の施設長の職印を用いること。個人が証明する場合は、印鑑届出のしである印

を用い、印鑑証明を添付すること。

3 給食施設の開設年月日とは、寄宿舎、 学校、病院等の施設で、あって、多数人に対して食品を供与す

る施設として開始した年月日をいうものであること。

4 調理業務従事証明書の訂正箇所には、必ず証明者の訂正印(証明印と同ーのもの)を押すこと。

蓋 E

)J C' SZ~~' 併世 1 I +-tJ4士gjm::: I [ll-R.cD~要 !といの。
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医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布

す る 。
平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日

石 川 県 知 事 本谷 正 憲

石 川 県 規 則 第 十 九 号

医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 ( 昭 和 三 十 六 年 石 川 県 規 則 第 四 十 四

号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

( 書 類 の 提 出 )

第 二 条 法 、 政 令 、 省 令 及 び こ の 規 則 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 に 提 出 す る 書 類 の 部 数 は 別 に 定 め る 数 、 知 事 に 提 出

す る 書 類 の 部 数 は 一 通 と す る 。

2 前 項 の 書 類 は 、 い ず れ も 薬 局 、 事 務 所 、 製 造 所 、 庖 舗 、 営 業 所 又 は 事 業 所 の 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 を 経 由 し

て 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 配 置 販 売 業 者 又 は 金 沢 市 の 区 域 内 に 所 在 す る 薬 局 、 事 務 所 、 製 造 所 、 営 業 所

若 し く は 事 業 所 に 係 る 書 類 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

第 三 条 の 見 出 し 中 「 兼 職 許 可 願 」 を 「 兼 務 許 可 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 第 一 号 中 「 ( 金 沢 市 の 区 域 に 薬 局 が あ る 者 を

除 く 。 ) 」 を 削 り 、 同 項 中 第 五 号 を 第 七 口 す と し 、 第 二 号 か ら 第 四 号 ま で を 二 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 一 号 の 次 に 次 の 二 号 を

加 え る 。

二 法 第 十 七 条 第 三 項 に 規 定 す る 医 薬 品 製 造 管 理 者 同 条 第 四 項 で 準 用 す る 法 第 七 条 第 三 項 た だ し 書 の 許 可

三 法 第 二 十 三 条 の 二 の 十 四 第 五 項 に 規 定 す る 体 外 診 断 用 医 薬 品 製 造 管 理 者 同 条 第 六 項 で 準 用 す る 法 第 七 条 第 三

項 た だ し 書 の 許 可

第 三 条 第 一 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

人 法 第 六 十 八 条 の 十 六 第 一 項 に 規 定 す る 生 物 由 来 製 品 の 製 造 管 理 者 同 条 第 二 項 で 準 用 す る 法 第 七 条 第 三 項 た だ

し 書 の 許 可

第 四 条 か ら 第 六 条 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

第 四 条 か ら 第 六 条 ま で 削 除

第 十 七 条 中 「 次 に 掲 げ る 書 類 」 を 「 写 真 ( 提 出 前 六 月 以 内 に 撮 影 し た 無 帽 、 正 面 、 上 半 身 、 無 背 景 の 縦 の 長 さ 四 ・

五 セ ン チ メ ー ト ル 、 横 の 長 さ 三 ・ 五 セ ン チ メ ー ト ル の も の で あ っ て 、 そ の 裏 面 に 氏 名 及 び 撮 影 年 月 日 を 記 入 し た も の ご

に 改 め 、 同 条 各 号 を 削 る 。

様 式 第 一 中 「 糊 制 糠 抑 制 諜 露 ヰ 再 世 部 嚇 」 を 「 滞 抑 制 剛 4 4 丑 部 酬 明 」 に 、 「 糊 側 糠 抑 制 時 時 露 見 ) 」 を 「 謙 抑 制 見 ) 」 に 改 め る 。

様 式 第 一 の 二 中 「 湘 制 糠 鍛 諜 露 ヰ 再 開 」 を 「 謙 抑 制 ヰ 再 開 」 に 、

二 川 加 叶 冷 獄 ω 泊 汁 刊 川 「 耐 J

一 一 滞 留 冷 猫 ω 泊 汁 同 「 酬 一

一 一滴 ω ∞ 冷 獄 ω 泊 汁 内 「 耐 一 3 油 尚 を

一 一誠 ω c h m a N M 加 N 泊 汁 内 「 耐 一

「 獄 中 O 冷 3 0 獄 N 泊 汁 内 「 酬 明 」 」

「 「 獄 叶 一治 獄 ω 畑 汁 内 「 酬 J

一 一 部 コ 冷 鞘 品 畑 」 リ 様 適 斗 。 向日 一皿 昨 油 、 プ 滑 油 ω 泊 汁 同 「 耐 一

一 一獄 Nω 冷 3 N 3 早 川 加 。 泊 」 リ 様 泊 J マ 山 い E 跨 獄 、 吋 冷 獄 ω 泊 汁 内 「 酬 明 一

一 一滴 N ∞ 冷 獄 ω 泊 汁 内 「 耐 一

一 一

3 諸 問 に 改 め る 。

一 一 誠 包 冷 獄 ω 畑 汁 内 「 耐 一

一 一 獄 包 冷 3 N 獄 N 泊 汁 内 「 酬 明 一

一 一 獄 中 O 冷 3 σ 獄 N 泊 汁 内 「 耐 一

「 獄 。 ∞ h m a z w 加 N 泊 」 川 ， 様 泊 J 寸 山 山 E 跨 獄 叶 一冷 獄 ω 泊 汁 内 「 耐 」 」

様 式 第 一 の 三 中 「 糊 制 糠 抑 制 諜 露 瀬 ト 庁 副 嚇 」 を 「 諜 抑 制 調 拝 副 嚇 」 に 改 め る 。

様 式 第 十 備 考 1 を 次 の よ う に 改 め る 。

同 満 巨 部 。 」 4 E 耳 打 難 畑 山 「 汁 浦 宣 ' 同 国 ' 什 w ホ 特 ' 浦 時 坤 3 需 3 H 相 川 川 中 - m f 吋 い ¥ 州 市 、 1 7 」 プ 慈 3 H 即 川 明 ω - m f 吋 い ¥ 州 市

、 1 7 」マ 3 判 別 」 川 ， J A 3 畑 回 一 門 知 的 知 Q ， 菊 畑 山 市 相 油 田 品 川 間 u f 「 汁 伊 3 品 川 惜 別 ヰ 「 ぺ 〈 刊 川 ωτ 。
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